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厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 
「拠点病院集中型から地域連携を重視したHIV診療体制の構築を目標にした研究」 

令和2年度 分担研究報告書 
                                                                                                

【研究分担課題名】地域連携のコーディネートに関する研究 

研究分担者：葛田 衣重 千葉大学医学部附属病院地域医療連携部 技術系職員 

 

研究要旨：HIV 陽性者に初めて出会う専門職（非拠点病院 MSW、PSW、社会福祉士等）にむけ、

陽性者が利用できる社会資源、資源利用のポイント、HIV感染症の知識などをまとめた「千葉県版 

制度の手引き」を作成した。支援者が制度利用に人権擁護の視点を持つ重要性を示した。本冊子の

妥当性の検証、制度更新に対応する体制づくりも必要である。 

 

 

A. 研究目的 

 我が国の社会保障制度は、疾患名や障害の程度、

所得などに応じてすべての国民が適切に利用でき

るよう整えられており、HIV 陽性者についても例

外ではない。2018～2019年度に取り組んだ対人援

助職（非拠点病院MSW、社会福祉士、ケアマネジ

ャーなど）向けの啓発研修からも、正しい知識の取

得、支援の実際が陽性者理解に有効であることが

明らかであった。そこでHIV陽性者に初めて出会

う支援者のために、HIV 感染症の知識、予防の知

識、社会資源、社会資源利用のポイントなどをまと

めた「千葉県版 制度の手引き」を作成する。 

 

B. 研究方法 

 令和元年から作成を開始した「千葉県版 制度の

手引き」について内容を検討、まとめた。研究協力

者は、千葉県エイズ治療拠点病院等から 1-3名。検

討会議は 2回（R2.2.15/2.24）オンラインで実施し

た。 

 

C. 研究結果 

「千葉県版 制度の手引き」を発行した。 

 配布対象：医療と生活を繋ぐ専門職として、

MSW、PSW、社会福祉士とし、それぞれ千葉県医

療ソーシャルワーカー協会、千葉県精神保健福祉

士協会、千葉県社会福祉士会を介して会員に提供

することとした。 

 内容：HIV 感染症の知識、治療と予防、医療費

を軽減する制度、就労、妊娠出産、介護、ターミナ

ル期、外国人支援を項目として立て、分かりやすく

説明するとともによくある質問に答える形式をと

った。 

 

D. 考察  

千葉県は全国的にHIV感染者も AIDS症者も常

に上位に位置付き、特に AIDS の割合が高い状態

が何年も続いているが、地域で生活相談にのる社

会福祉士にはほとんど支援経験がない実態があっ

た。医療と生活を繋ぐMSW（拠点病院以外）およ 

 

び PSWも同様であった。正しい知識の提供に加え、

HIV をとりまく社会情勢、制度利用に伴う病名の

取扱い、終末期の準備における配慮、など人権擁護

のメッセージを含む啓発を推進する必要があった。

さらにHIV感染症は他の疾患や領域に比較して外

国人の割合が高く、困難事例が多いことも特徴で

あり、日常的に相談し連携している社会資源を整

理したことも有効と考える。 

今後は、現場での有効性、研修テキストとしての

妥当性などを検証するとともに、制度更新に柔軟

に対応できる体制づくりも必要と考える。 

 

E．結論 

 HIV 陽性者を包括的に理解して支える生活・福

祉専門職のために、千葉県エイズ治療拠点病院等

MSW のネットワークを活用し、「千葉県版 制度

の手引き」を作成した。相談支援において、あるい

は HIV関連研修などでの利用状況を検証し、内容

の適切性の吟味、制度変更への対応など、長期に利

用できる体制の検討も必要である。 

 

F.健康被害 なし 

 

G.研究発表 

1. 論文発表 なし 

2. 学会発表 なし 

 

H.知的財産の出願・登録状況 

1. 特許取得 なし 

2. 実用新案登録 なし 

3. その他 なし 


